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部会の位置づけと運営委員会各グループとの関係について
　８月７日の運営委員会で総務グループから提起した「今後の市民会議の活動に向けての問題提起」２－④でも指摘しているように、全体会、策定部会、策定支援部会、運営委員会の相互の位置づけと役割分担の共通認識がないままに会が進行している。

　すでに策定作業が班討議中心に進行し始めた現状の中で、それぞれの組織の役割分担の共通認識を持つ必要がある。
○　規約第４条の組織の役割について

　・　全体会は全員参加により、市民会議に係る重要事項の審議をする最高議決機関であ

　　る。

　・　運営委員会は要綱にあるように、市民会議の円滑な運営・推進に必要な事項の企画、提案と調整機能を担うことになっている。

　・　部会についてはこれまで策定作業部会と策定支援作業部会を置くことを念頭に議論してきたが、部会の明確な位置づけはされてこなかった。

　　　そこで策定作業としての班討議が始まった現状に鑑みこの時点で策定作業部会の位置づけを明確にする必要がある。

○　策定作業部会の設置について

　　策定作業は第１期において自治基本条例に盛り込む項目、内容と構成を検討する段階とされている。

　　このことを市民会議全員で討議するためには、少人数単位での討議が望ましいという理由で、班を編制し、班で討議することになり、これまで２回行われてきた。

　　しかし、全体会のあとの班討議と言うことで、この討議は策定作業部会なのか、全体会なのか、曖昧になっているところがある。

　　そこで、策定作業部会の役割と運営委員会、全体会との関係を以下のように規定したらどうか。

○　第１期の策定作業部会の位置づけ

　ア　策定作業部会はワーキンググループと位置づける

　イ　策定作業部会は、市民会議会員の全員参加とする

　ウ　部会の構成員を班（６－８）班に編制し、班討議で進める。

　エ　作業は運営委員会の提起によって行う。

　オ　班の討議を円滑に進めるとともに、まとめ等の作業を行うために各班に班長及び副班長を置く。正副班長の選出は各班の構成員の互選による。
　カ　班長は班討議の進行役として、課題提起、司会進行、論点整理、班別集約、班長会への報告を行う。副班長は班長を補佐する

　キ　正副班長で班長会議を組織する。班長会議のまとめ役は互選による。この会議は各班での討議結果を持ち寄り、分析、課題抽出、条例への反映方策検討などを行う。その結果は運営委員会へ報告する。

　ク　運営委員会の運営企画グループは班長会議の報告を受け、関係する学習、渉外、ＰＩ，広報グループとの連携を図り、運営委員会の議を経て、次回以降の課題設定をする。　
○　策定作業支援部会について
　　策定作業支援では、広報とＰＩが予定されているが、支援部会をこの２つのものをまとめて部会とすることがいいかどうか議論を要する。

　　部会をワーキンググループと位置づけるならば、広報とＰＩはそれぞれ別個のワーキンググループとすることが望ましい。

○　ＰＩ部会

　ア　ＰＩ活動は多くの市民の意見集約、意見交換を行う必要があり、なるべく会員全員が参加することが望ましい。

　イ　ＰＩ活動は策定作業の進捗とも関わりがあり、運営委員会のＰＩグループの提起を受け、運営委員会の議を経て、全会員が行うものとする。

　ウ　ＰＩ活動の充実のために運営委員会のＰＩグループの強化を図る。

○　広報部会

　ア　広報部会は条例策定に関し市民への広報を担うことになるので、運営委員会の議を経て、広報活動の実務を行う。

　イ　広報媒体は、広報紙（仮称市民会議ニュース？）、インターネット、市広報等による

　ウ　広報内容については、その方針を運営委員会へ提起し、承認を得て実務を行う。
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